
 

へき地複式教育部会 
 

Ⅰ．研究の概要 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.研究内容 

 

１．「豊かな人間性」を育む学級・学校経営 

 
（１）確かな経営理念の確立と家庭や地域と連携し

た確かな学びを創る特色ある教育課程の創

造と推進 
（２）ふるさとで学び、新しい時代を拓く、開かれ

た学校・学級経営の創造と推進 
（３）地域に根ざし、家庭や地域と連携して豊かな

心を育む教育活動の創造と推進 
 

１．研究主題 

主体的・協働的に学び、ふるさとへの誇りと愛着をもった人間性豊かな子どもの育成 
～児童生徒一人一人が仲間とつながり、 

    地域とともに「生きる力」を伸ばす学校・学級経営と学習指導の充実をめざして～ 

２．研究主題設定の理由 

 １．教育の今日的課題の解決 
 ２．へき地・複式・小規模学校の教育（へき地教育）

の定義の転換の必要性と可能性 
 ３．地域のもつ教育課題の解明と解決 

 

４．研究方法 

１．研究主題の解明のために各校の実践研究による検証

を進める。 
２．新入会員研修会、課題部会研究協議会を開催し、実

践交流を行い、日常実践に生かすとともに研究の深

化を図る。 
３．研究紀要「へき地・複式教育」第５５号を発行する。 
４．地域の特性を生かした教育課程の編成・実施・評価

を推進するための資料収集を行う。 

５．研究推進の具体的内容 

各市町では、各学校の主体的な研究

を大切にしながら、道へき複の第１０

次長期５か年研究推進計画に基づき、

石へき複部会の研究・実践の推進に努

める。 
各市町の代表は、推進委員となり、管

内的視野から部会研究の推進にあた

る。 
 

２．「共に高め合う」学習指導の創造 

 
（１）個性の伸長を重視した指導計画・実践・評

価の改善と充実 
（２）学ぶ意欲を高める指導方法の改善と充実 
（３）主体性を育てる学習指導過程の改善と充実 

  



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

 １．実践研究の経過 

５月 1日(月) 「新入会員研修会」 （江別市立北光小学校） 

             内容：授業公開、研究協議 

９月５日(火) 「課題部会研究協議会」（江別市立北光小学校） 

           内容：学校紹介、研究協議 

 

２．課題部会内での交流 

（１）新入会員研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めて複式学級を担任する先生にとっては、複式授業を参観する貴重な機会となりました。研究競技

では、複式授業の進め方や「わたり」「ずらし」「直接指導」「間接指導」などの用語、さらに各教科で

の具体例などについての説明を受け、授業の進め方について理解を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実 施 期 日】 令和５年５月１日（月） 

【会   場】 江別市立北光小学校 

【参 加 者 数】 ４名 

【内    容 】 授業公開（算数）、研究協議  

1・2年授業者 加藤 亞弓教諭  １年「なかまづくりとかず」  

２年「ひき算のしかたを考えよう」 

   3・4年授業者 土谷まりこ教諭  ３年「同じ数ずつ分けるときの計算を考えよう」 

                   ４年「グラフや表を使って調べよう」 

   5・6年授業者 木元 卓矢教諭  ５年「変わり方を調べよう」 

                   ６年「数量やその関係を式に表そう」 



（２）課題部会研究協議会 

 

 

 

 

 

  ①全体会（学校紹介） 

    ・浜益小学校の研究発表     

・他５校の学校紹介 

（地域の特徴や特色ある行事について） 

 

  ②分科会（研究協議） 

   【養護教諭部会】 

     ◇来室児童が少ない。どのようにして児童生徒と関わればよいのか。 

      ・休み時間は遊んでいる子がほとんど。子どもたち同士の関わりを大切にしたいので「遊びに

おいで」は控えたい。 

      ・一人ずつの子どもと健康相談を実施している。 

     ◇ケガの予防についてどうしているか。 

      ・子どもたちが遊びの中で危険を判断できるかどうか。養護教諭としてどのように関わること

がベターか悩む。 

     ◇少人数のため、やってもらうことに慣れている子が多い。 

      ・来室前の約束を周知する。 

     ◇肥満傾向がみられる。日常の食生活が気になるが、

どのようなアプローチが有効か。 

      ・二計測の後に、体を動かす企画を全校で実施する。 

      ・スクールバス利用の子について、運動量が少ない

ことは保護者に伝えられるのではないか。 

 

 

     【事務職員部会】 

      ◇備品費以外の予算執行で注意していること 

       ・消耗品費は校内再配分し、執行状況を掌握し、次年度の予算資料としている。 

       ・小中一貫校・併置校は予算が２つになるので、執行する上で難しいことがある。 

      ◇備品購入に関して意識していること 

       ・小規模校は予算が少ないので、必要な高額備品が買えない。何年か先まで見越して購入計画

を立てている。 

      ◇ＩＣＴ関連機器について 

       ・市町村によって種類が異なるので、統一する方法は何かないか。 

       ・校務用ＰＣは職員が使いやすいものにできるように、要望する手段を考えられれば。 

【開催期日】  令和５年９月５日（火）   

【会  場】  江別市立北光小学校  （ ５３名参加 ） 

【内  容】  学校交流、分科会 



      ◇旅費の執行について 

      ・へき地校はどこへ行くにも高額なので、執行

に苦慮している。 

      ・コロナ禍も終わり、会議も通常開催になって

きたので、予算が足りない。 

 

    【低学年部会】 

      ◇少人数複式授業のデメリットを克服する工夫は

ないか。 

       ・メンバーが固定されているため意見が広がらない。 

       ・そもそも複式で授業に集中できているのか。 

       ・授業が時間通りに進まない。進度が遅れがち。 

       ・空白の時間をどうするか。 

       ・やることがしっかりできる子とできない子に分かれてしまっている。 

◇ノート指導は書く時間に差があると思うが、どうしているか。 

       ・時間で区切ることは必要。 

       ・まとめなどをしっかり書く必要もあるのか。毎回でなくてもよいのでは。 

      ◇低学年ゆえに、ていねいに説明しすぎてしまわないか。 

       ・聞く力を育てる必要はある。 

       ・教師は短い言葉で伝える。子どもたちが繰り返し言ったり、言い替えてみたりする。 

       ・教師は意欲を引き出す発問を準備する。 

 

    【中学年部会】 

      ◇少人数での交流や話し合いはどうしているか。 

       ・算数だと答え合わせになってしまう。→友達

のノートを説明してはどうか。 

       ・交流の目的・ねらいなど話し合いのゴールを

意識させる。 

       ・算数は子どもたちだけで解決までさせず、教

師が関わる。 

       ・人数が少なすぎて話し合いが深まらない。 

       ・聞き手を育てることが必要。 

       ・様々な教科や短学活等で経験を多く積ませる。 

      ◇間接指導をどうしているか。 

       ・子どもに預ける勇気が必要。少人数だから無法状態にはならない。 

       ・子ども主体で学習を進める手立てを考えていく必要がある。 

      その他、ＩＣＴの活用や学力差、手をかけすぎていないかなどが話題となりました。 

     

 



【高学年部会】 

      ◇少人数での対話活動をどうしているか。 

       ・対話活動の機会はどうしても少ない。 

       ・目的を確認し、見通しを持たせることが大切。 

       ・割り切ることも必要。できる範囲で。先生が参加してもよい。 

       ・思考ツールをしっかり教える。先生のコーディネート力も必要。 

      ◇中学校との連携はできているか。 

・小規模校から大規模校へ進学する不安がある。 

       ・校区でスタンダードを作ってはどうだろうか。飾りになっていないだろうか。 

      その他、ＩＣＴの活用や教職員の少なさの問題、外部指摘の必要性などが話題となりました。 

 

    【特別支援部会】 

      ◇障害特性への対応をどのようにしているか。 

       ・教師間の連携を大切にする。全教職員での共通

理解。研修の日常化。 

       ・気持ちを吐き出せる関係を構築する。 

       ・複式の渡り・ずらしの技術は、個別指導へ応用

できる。 

      ◇他者との交流をどのように図っているか。 

       ・他の学年や全職員を巻き込んで取り組む。 

       ・校外へ出て、地域の方と交流する。 

       ・オンライン交流も活用する。 

      その他、教師間の連携、保護者対応、進路などが話題となりました。 

 

Ⅲ．部会研究の成果と課題 

１．成果 

  ・新入会員研修会においては、複式学級経験がまだ浅い先生方が実際の授業を見ることのできる貴重な機

会となり、授業の進め方の基本を学ぶこともできた。 

・課題部会研究協議会全体会においては、各学校・地域の特徴を互いに知り、理解を深めることができた。

また、浜益小学校の公開研究会についての発表で、複式の学習方法の研修を深めることができた。 

  ・課題部会研究協議会分科会では、低・中・高・特別支援・養護・事務の６分科会において、同じ悩みを

持つもの同士で日常の課題等を交流し、それらの解決に向けた話をじっくりする有意義な時間となっ

た。 

 

２．課題 

・極少人数学級・複式学級は特有の課題を抱えているので、共通的な課題の解明に向けた取組を各自が続

け、それぞれの学校の具体的な実践の成果を共有していく必要がある。    

 

（文責 鳴海 史朗）  


